
の
う
ち
に
描
き
、
プ
l

シ
キ
ン
を
配
し
て
ロ

シ
ア
と
交
差
さ
せ
る
手
法
は
、
通
常
の
史

書

に
は
期
待
し
難
い
視
点
だ
ろ
う
。

夜
会
の
空

虚
さ
を
描
く
芥
川
の
叙
述
の
終
局
が
ダ
ン
テ

の
『
神
曲
」
の
地
獄
篇
第
五
歌
を
踏
ま
え
た

こ
と
も
、
指
摘
さ
れ
る
。

綴
密
な
細
部
を
盛

り
込
み
な
が
ら
、
著
者
は
洋
行
や
翻
訳
、
お

雇
い
外
国
人
の
個
別
例
か
ら
歴
史
を
浮
き
彫

り
に
し
、
広
く
知
識
を
海
外
に
求
め
た
五
箇

条
の
御
誓
文
か
ら
、
列
強
の
脅
威
を
ま
え
に

;

陰
惨

L
・h

・

-
-
}

F

-

守
h

、

国
粋
へ
と
変
貌
し
た
教
育
勅
語
へ
の

闘
吋
L
ハ
抽
珂
~
ノ
k
l
工
」
口
も
L
T
マ
(

経
緯
と
変
容
と
に
明
治
を
要
約
す
る
o

l
i

4
t
υ
j
j

'

t
'

マ
，
第
三
部
は
そ
の
ア
ジ
ア
回
帰
を
描

士
白
羽
田
防
m
f
z
l
-
7口
X
4
I

ヌ

く
。

ブ
リ
ュ
ン
チ
ェ
リ
ー
の

E
誇

'

J
J

l
l
J
B
E

，
‘

e

-
j

一
，
機
体
論
の
訳
者
と
な
る
友
人
、
雨
森

信
成
を
モ
デ
ル
に
小
泉
八
雲
が
造
形
し
た
祖

国
回
帰
像
に
、
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
は
脱
帽

し
、
「
普
請
中
」(
森
鴎外
)
の
日
本
に
外
発
性

の
悲
哀
を
見
た
夏
目
激
石
の
「
現
代
日
本
の

開
花
」
は
そ
の
師
匠
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
マ
ー
ド

ッ
ク
の
日
本
観
に
触
発
さ
れ
た
反
論
だ
っ
た。

こ
う
し
た
指
摘
や
仮
説
は
極
め
て
新
鮮
だ
。

日
露
戦
争
後
の
日
本
は
帝
国
主
義
の
時
代

に
巻
き
込
ま
れ
る
が
、
第
四
部
は
「
戦
争
か

ら
平
和
へ
」
を
掲
げ
、
和
解
と
同
情
、
理
解

と
側
隠
を
通
奏
低
音
と
す
る
。

第
二
次
大
戦

終
結
に
あ
た
り
表
向
き
徹
底
抗
戦
の
立
場
を

あ
な
み
こ
れ
ち
か

貫
き
通
し
た
阿
南
惟
幾
陸
軍
大
臣
は
、
辞
意
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f
t

っ
し
り
組
ま
れ
た5
5
7

ペ
ー
ジ
の
う

=
〈
ち
に
、
著
者
の
平
川
祐
弘
氏
が
こ
の

初
年
問
、
主
に
日
本
国
外
の
学
会
で
発
表
し

て
き
た
英
文
論
文
m
本
が
纏
め
ら
れ
て
い
る。

日
本
と
世
界
と
の
関
わ
り
を
包
括
的
に
鳥
搬

し
な
が
ら
、
そ
こ
に
発
生
し
た
文
化
交
渉
史

上
の
摩
擦
や
葛
藤
を
個
々
に
等
身
大
で
描
こ

う
と
す
る
意
思
に
貫
か
れ
た
大
著
で
あ
る

。

「
日
本
の
西
欧
と
の
愛
憎
関
係
」
と
題
さ
れ
、

心
理
分
析
を
重
視
す
る
が
、
本
書
の
射
程
は

み止
疋
一、

版

ふ
か
配
け

…摘

し
告
d
y
セ
L
U

が
如
貝
澗
一
明

な

訪
旧
制
究

い
草
↑
ロ
研

者
間
給

評
醐，
t

そ
れ
を
遥
か
に
凌
駕
す
る
。

叙
述
は
挑
発
的
、

構
想
は
野
心
的
、
細
部
は
息
づ
き
、
翰
晦
と

は
無
縁
な
平
易
な
語
り
口
は
、
権
威
的
教
条

を
辛
隷
に
郷
捻
し
、
読
者
を
釣
り
込
む
だ
け

の
魅
惑
と
呼
吸
と
を
備
え
て
い
る。

F
3

一
部
は
古
代
以
来
の
日
中
文
化
関
係0

4
E
，
日
居
易
(白
楽
天
)
は
平
安
朝
で
大
流

行
を
見
た
が
、
著
者
は
そ
の
余
韻
を
太
平
洋

戦
争
末
期
に
見
る
。

敗
戦
処
理
に
臨
ん
で
、

米
内
光
政
海
軍
大
臣
を
訪
れ
た
先
輩
の
山
梨

勝
之
進
大
将
は
白
楽
天
の
詩
を
口
ず
さ
む
。

野
火
の
後
の
芽
吹
き
に
戦
後
の
復
興
が
託
さ

れ
る
。

第
二
部
は
西
欧
と
の
出
会
い
。

海
外
密
航

に
失
敗
し
処
刑
さ
れ
た
吉
田
松
陰
と
、
渡
海

の
の
ち
帰
国
し
て
同
志
社
を
興
し
た
新
島裏
。

あ
る
い
は
『
西
国
立
志
篇
』
の
中
村
正
直
と

中
国
の
厳
復
の
洋
書
翻
訳
事
業
と
が
比
較
さ

れ
る
。

松
蔭
が
ペ
リ
l

の
黒
船
の
乗
員
に
与

え
た
深
い
印
象
は
、
や
が
て
『
宝
島
』
の
ス

テ
ィ
l

ヴ
ン
ソ
ン
の
創
作
意
欲
を
刺
激
す
る。

鹿
鳴
館
を
フ
ラ
ン
ス
の
海
軍
士
官
ピ
エ
ー

ル
・
ロ
テ
ィ
の
叙
述
と
芥
川
龍
之
介
の
反
応
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を
灰
め
か
す
米
内
海
相
を
私
信
で
密
か
に
慰

留
し
、
鈴
木
貫
太
郎
内
閣
の
倒
閣
を
回
避
し
、

終
戦
工
作
の
成
就
を
水
面
下
で
支
援
し
て
い

た
。

陸
軍
の
「
大
罪
」
を
己
が
一
死
を
も
っ

て
償
っ
た
阿
南
陸
相
の
こ
の
表
裏
の
機
微
は
、

海
外
で
は
な
お
秘
話
に
属
す
る
だ
ろ
う。

第
五
部
「
文
化
聞
を
跨
ぐ
解
明
の
試
み
」

は
、
酷
薄
な
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
が
日
本
で
「
か

わ
い
く
」
変
形
さ
れ
た
様
を
追
う

一
方
で
、

ダ
ン
テ
の

『神
曲
』
に
土
居
健
郎
の
「
甘
え
」

の
機
微
を
摘
出
す
る
。

西
欧
の
愛
と
東
洋
の

友
情
と
の
比
較
か
ら
は
、
激
石
『
こ
こ
ろ
』

の
英
訳
に
み
え
る
思
わ
ぬ
誤
訳
の
背
景
が
解

き
明
か
さ
れ
る
。

テ
ク
ス
ト
の
綿
密
な
読
み

比
べ
に
立
脚
し
た
相
互
照
射
は
著
者
の
信

条
。

西
欧
が
非
西
洋
を
解
剖
す
る
横
暴
に
対

し
、
西
洋
を
非
西
洋
の
視
点
か
ら
分
析
す
る

こ
と
の
意
義
が
再
確
認
さ
れ
る

。

例
え
ば
言
葉
に
表
す
こ
と
を
避
け
る
「
も

の
の
あ
わ
れ
」
を
欧
米
の
読
者
に
理
解
さ
せ

る
に
は
、
い
か
な
る
手
腕
が
要
求
さ
れ
る
だ

ろ
う
か
。

本
書
は
川
端
康
成
の

『山
の
音
』

を
素
材
に
、
そ
の
模
範
演
技
を
示
す
。

文
化

問
の
隔
壁
に
衝
突
し
て
発
生
す
る
葛
藤
は
、

第
六
部
「
東
西
の
な
か
の
日
本
の
作
家
」
で

森
鴎
外
な
ど
を
通
し
て
分
析
さ
れ
る
。

-
』
本
の
対
外
膨
張
を
、
欧
米
の
殖
民
地

r
E

政
策
と
比
較
考
量
し
て
「
反
帝
国
主

義
的
帝
国
主
義
」
と
定
義
す
る
筆
者
は
、
日

本
の
南
方
進
出
肯
定
論
は
、
論
理
的
に
欧
米

支
配
肯
定
論
に
帰
着
す
る
謬
論
だ
と
、
川
初
年

来
一
貫
し
て
主
張
し
て
い
る
。

殖
民
の
成
否

は
被
殖
民
住
民
の
意
思
表
明
に
よ
り
評
定
す

べ
き
、
と
す
る
英
国
の
学
者
外
交
官
ジ
ョ
ー

ジ
・
サ
ン
ソ
ム
の
見
解
に
、
著
者
は
慎
重
に

同
意
を
表
明
し
、
そ
の
傍
ら
、
い
わ
ゆ
る

「
東
京
裁
判
史
観
」
は
毅
然
と
し
て
退
け
る
。

真
珠
湾
攻
撃
の
4

日
前
、
イ
タ
リ
ア
の
外
相

チ
ア
ノ
は
日
記
に
、
日
本
が
ル
l

ス
ベ
ル
ト

の
策
略
の
術
中
に
夜
っ
た
と
書
き
付
け
て
い

た
。「

あ
と
が
き
」
に
こ
の
洞
察
を
イ
タ
リ
ア
語

原
文
の
ま
ま
引
用
し
た
著
者
は
、
返
す
万
で

ピ
ュ

l

リ
ッ
ツ
ア

l

賞
受
賞
の
ハ
l

パ
ー

ト
・
ピ
ッ

ク
ス
の

「ヒ
ロ
ヒ
ト

」
(2
0
0
0

年
、
邦
訳
題

『昭
和
天
皇
』
)
を
、
先
入
観
固

着
の
最
悪
の
見
本
と
痛
打
し
、
ジ
ョ
ン
・
ダ

ワ
l

の
『
敗
北
を
抱
き
し
め
て
』
(
1
9
9
9

年
)
も
、
史
料
の
取
捨
選
択
が
ご
都
合
主
義

的
だ
と
論
難
す
る
。

そ
こ
に
は
占
領
時
代
の

生
き
証
人
な
ら
で
は
の
違
和
感
の
表
明
と
、

ひ
ら
め

俗
耳
に
訴
え
る
言
論
へ
の
警
戒
と
が
閃
く
。

自
己
の
認
識
基
盤
の
磐
石
を
信
ず
る
博
言

学
者
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
点
の
辛
い
著
者
は
、

『源
氏
物
語
』
の
意
義
を
英
語
圏
の
読
者
に

初
め
て
納
得
さ
せ
、
老
齢
の
博

言
学
者
に

「
負
け
惜
し
み
」
を
強
い
た
英
国
の
詩
人
学

者
ア
l

サ
l

・
ウ
ェ
イ
リ
l

に
|
|
サ
ン
ソ
ム

と
並
ん
で
|
|
本
書
を
捧
げ
て
い
る
。

異
国
の
読
者
に
向
け
、
筆
者
の
研
究
か
ら

明
ら
か
に
な
っ
た
説
得
力
あ
る
異
論
を
提
起

し
て
、
世
間
出
来
合
い
の
先
入
観
を
揺
さ
ぶ

り
、
視
野
の
限
界
を
広
げ
る
。
と
と
も
に
、

読
者
の
認
識
を
刷
新
す
る
。

著
者
は
こ
の
企

て
に
お
い
て
ウ
ェ
イ
リ

l

の
衣
鉢
を
継
ぎ
、

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
そ
の
系
譜
の
後
継
者
を

も
っ
て
任
ず
る
。

東
西
の
価
値
観
の
差
異
は

尊
重
し
つ
つ
、
そ
の
断
絶
に
橋
渡
し
を
試
み
、

信
頼
あ
る
相
互
依
存
を
築
く
こ
と
。

そ
こ
に

筆
者
が
、
幾
多
の
文
化
障
壁
を
乗
り
越
え
て

本
書
刊
行
に
託
し
た
希
望
も
あ
る
。

g
出
曲
の『敦
盛
』
の

一
章
詞
を
、
ウ
エ

一
一
=
口
イ
リl

は
「
邪
悪
な
友
を
退
け
、
徳

あ
る
敵
を
招
け
」
と
訳
し
て
い
た
。

ア
ナ
ト

ひ
そ
み

l

ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
翠
に
倣
っ
て
「
黄
禍
」
の

裏
に
は
「
白
禍
」
あ
り
き
、
と
喝
破
す
る
著

者
の
自
称
E
E
門
同
町
立
日
)
B
E
E
S
が
、
今

後
英
語
圏
の
読
者
の
あ
い
だ
で
、
そ
の
名
に

値
す
る
「
徳
あ
る
敵
」
三
2
5
5
2
0
5

可

と
し
て
認
知
さ
れ
、
永
く
遇
さ
れ
る
こ
と
を

あ
や
か

期
待
し
た
い
。

白
楽
天
に
肖
ろ
う
。

野
火
が

ひ
と
た
び
は
草
原
を
焼
き
払
う
と
も
、
後
に

吹
く
春
風
が
い
や
ま
し
の
芽
吹
き
と
豊
か
な

収
穫
と
を
約
束
す
る
よ
う
に
、
とo

AV
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本誌購読ご希望の方へ

本誌の購読をご希望の方は、最寄りの書店 次号予告( Ii'遠近.!l 12号 2006年 8 月 1 日発売予定)
または山川出版社にお申し込みください。

本誌の主な常備店

特集 春樹をめぐる冒険八重洲ブックセンター本店/シ〉ンク堂池袋
本店/丸善丸の内本店/三省堂書店神
田本店(東京・神保町)/岩波ブックセン
ター (東京神保町)/紀伊国屋書店新宿 一一世界は村上文学をどう読むか(仮題)本店/紀伊国屋書店新宿南店/ブック
ファース卜渋谷店/東京堂書店神田本店
(東京・神保町)/有隣堂本店(横浜関内) いま世界で愛読されている現代作家の一人、村上春樹氏
その他全国主要書店で取り扱い中。

の作品の翻訳に焦点をあて、国や世代を超えて共感を集
。ファックスによるお申し込みの場合
は、左の用紙裏面をご利用ください。 める普遍的な魅力がどこにあるのかを探ります。 世界各

。山川出版社の連絡先は次のとおりです。
国のハルキブームを見比べながら、私たちの知らなかっ干101-0047

東京都千代田区内神田 1 丁目 13番 1 3号 た村上文学の魅力を発見する「冒険」に参加しませんか?
電話 03-3293-8131 

編集長 伊藤実佐子

編集委員 猪木武徳

粕谷一希

棒山紘一

千野境子

四方田犬彦

編集 麦谷真理子

三好正人(山川出版社)

誠氏デザイン本文レイアウト
wochi kochi 

柴永事務所 11 

遠近 第11号
編集後記

2006年6月 1 日発行
- もう四半世紀も前のことですが、当時暮らしていた豪州では、

定価 525円 (本体500円)
サイゴン陥落を受けて、一気にアジアを肌で感じていました。 同

送料 210円 じ時代の米国が、人種のるつぼ論で、同化を語っていたときに、
発行 国際交流基金 豪州はすでにそれとは一味違った 「多様性と共に」 という方向

干107-602 1
性に一歩踏み出ていたようです。 エスニ ック ・アイデンティテイ東京都港区赤坂1 丁目 12番32号

アーク森ビル21 階 を保ち、かつ豪州人であることを精神的支柱とするという、政
電話 03-5562-3538 府の唱える United in Diversity に帰結したプロセスがそこにあ

発売 株式会社山川出版社
りました。 ミドルパワー同士の日豪のおつきあいは、友好条約

。2006 国際交流基金

(本誌記事の無断転載・放送を禁じます)
締結から30年という短期間のものではなく 220年に及ぶという関

。本誌は再生紙を使用しています。
根氏の指摘に、本誌名をかけて、ますます「惚れあう J 間柄に

なりたいものと思った次第です。 小特集に 「ソフトパワー」を

本誌に対するアンケート (左の用紙)
とりあげました。 国際政治上のパワー論を文化に当てはめるこ

にお答えください。お答えいただい とに矛盾がある という小倉氏の論考は、 要注目です。 (伊藤)
た方には国際交流基金(ジャパンファ • r多様性の中の統一」と言え l工、古 く は多民族から成るインドウンデーション)主催の催し物入場券・
割引券などをお送りします。 ネシアの国是として、最近では25の加盟国を抱えるEUのテーマ

国際交流基金(ジャパンファウンデション) として耳にする言葉でした。多文化を尊重しながら国としての

ホームページアドレスのご案内 まとまりを目指す豪州の「多様性の中の統一」は、規模こそ違
アクセスをお待ちしております。 え、日本にも共通の課題ではないでしょうか。 今回の特集では関
http://www.jpf.go.jpj 

根政美先生と豪日交流基金に大変お世話になりました。 記して
。本誌に対するご意見・ご要望は、以下
のアドレスまでお寄せください。 感謝申 し上げます。 (麦谷)
wochikochi@jpf.go.jp 

- 写真や資料の提供依頼で海外の機関と連絡をとることがあり

ます。 短期間のやりとりですが、それぞれのお国柄が現れて楽
しいものです。今回オーストラリアの方々 は突然の連絡にも、誠

訂正とお詫び 『遠近I 第9号27ページ掲 実かつ迅速に、 しかも親しみを込めて応対してくれ、個人的に
載の写真キャプションに誤りがありまし 好感度がぐっとアップしました。各公共機関の ITによるサーピ
た。右側の女性は王数賢さんではな く、

韓秋芳さんでした。訂正 してお詫び申し スや検索システムも他国以上に充実しています。意外なところ

上げます。 で、この国の底力のようなものに触れた思いでした。 (三好)

地球を、開けよう 。

JFサポーターズクラブに入りませんか。
国際交流基金(ジャパンフアウンデ ション)の会員制度 rJFサポーターズクラブ (J F SC)J のパートナー会員、アソシ
エイ卜会員の方々には l 年問、毎号をお届けしています。この機会にぜひJFサポーターズクラブにご入会ください。
詳しくはウェブサイト http ://www.jfsc.jp / または情報センター 電話03-5562-3538まで。
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